
 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの住む武蔵野一帯は、かつては不毛の大地と呼ばれ、作物が採れない荒れ地でした。この武蔵

野を開墾し 82 の村をつくったのが川崎平右衛門です。江戸中期、日本列島は元禄大地震、宝永大地震、富

士山大噴火と史上最大の災害に見舞われました。 

 その復興のため、八代将軍吉宗は武蔵野新田の開発を命じますが、飢饉や凶作が相次ぎ、それはとても困

難な仕事でした。押立村（府中市）の名主、農民である平右衛門は、農民の中に眠る助け合いの心を生かして

復興を進めます。打ちひしがれた農民たちは次第に助け合いのよろこびに目覚め、自力で新田を復興させ、開

発をやり遂げます。荒れ果てた原野はサクラの里に姿を変えました。農民たちの喜びの歌が聞こえてきます。 

                          
 

 

 

 

 

作・木村 快 

音楽・福沢 達郎 

演出・八木澤 賢 

【出演】 

黒澤 義之 

木下美智子 

東志野 香 

八木 浩司 

 

【ピアノ演奏】 

新井 紀子 

 

会 場 公民館貫井南分館学習室ＡＢ（貫井南センター内） 

定 員 5０人（申込順） 

申込・問合先 ４月１５日（月）午前９時から電話または、公民館貫井南分館窓口へ。 

公民館貫井南分館（貫井南町 4－3－23） �����042－383－1168  
 

武蔵野を協同の大地に変えた  

川崎平右衛門 

お気軽にお申し込みください。 

入場無料 

公民館イベント 貫井南センターまつり 40 回記念 

５月 12 日（日） 

13：30～14：45 

 第 40 回貫井南センターまつり プレイベント 

公演:NPO 現代座 
NPO 現代座は小金井市緑町にホールと会議室を持って活動しています。 
地域の皆さんに気軽にお芝居を楽しんでいただいたり、色々な集いでつな 
がりや交流を広げたりする中で、人と人とが一緒に感じあい、考える文化 
活動を進めています。 


